
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

京都府京丹波町　国保京丹波町病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

当然財務 病院事業 一般病院 50床未満 非設置 47 - - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） －

直営 8 - - 救 へ - - 47 【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

14,246 4,436 第２種該当 １３：１ 47 - 47

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 104.4 104.2 99.7 96.7 87.9 当該値 80.8 80.0 71.4 69.8 60.2 当該値 14.6 14.4 22.1 27.7 52.1 当該値 65.8 66.8 62.1 59.8 45.8

平均値 96.5 97.7 96.2 94.8 96.1 平均値 70.5 72.2 69.5 67.7 66.8 平均値 154.8 139.9 156.6 106.0 118.7 平均値 63.9 64.9 63.4 62.3 59.4

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 24,486 24,477 24,422 23,833 23,928 当該値 5,720 5,642 5,749 5,851 5,878 当該値 77.2 78.6 83.4 90.7 108.2 当該値 10.2 9.8 10.5 9.7 9.2

平均値 24,767 25,920 24,479 25,136 26,485 平均値 7,997 8,159 8,000 8,023 8,109 平均値 73.4 75.2 79.5 81.1 81.6 平均値 19.1 19.3 17.6 17.4 16.0

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H29 H30

当該値 27.0 28.3 30.4 34.6 37.2 当該値 52.9 42.4 45.0 56.4 65.3 当該値 41,048,447 44,047,149 43,322,085 43,386,553 45,279,809

平均値 47.3 50.2 52.7 52.8 54.2 平均値 66.7 67.2 70.5 68.9 70.2 平均値 37,994,115 42,228,890 41,785,853 44,571,078 45,346,697

経営比較分析表（平成30年度決算）

公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

国保京丹波町病院は、昭和３０年５月の開設以
来、開業医のいないこの地域のかかりつけ医的な
役割を担って、救急対応や病床機能、公衆衛生活
動を提供し地域医療を守り続けている。また、在
宅医療も推進し、医療・介護・保健・福祉を継続
的かつ一体的に提供する「地域包括ケアシステ
ム」の拠点病院の役割を担い、地域住民のくらし
を守っている。

入院、外来収益共に昨年度の水準を大幅に下回り、経常収支比率
が９０％を下回るという極めて憂慮すべき結果となった。主因は
常勤医師１名の退職で入院患者の定着がままならず病床利用率が
４５．８％と極度に悪化し、入院収益が大幅に落ち込んだこと
と、同じ要因で補充した非常勤医師への賃金の支出が嵩んだこと
にある。その結果として、職員給与費対医業収益比率が対前年１
８ポイントプラスの１０８％を超えてしまったことは異常と言う
ほかなく、改善は論を待たない。
また、昨年度も問題視した患者一人一日当たりの入院収益も改善
には至らず２万３千円台に終わったが、職員体制を立て直し検査
等必要な医療を適切に提供し上で、数字の改善にも繋げなければ
ならない。
この結果を真摯に受け止め、危機感を意識し、一刻の猶予もなく
入院患者の増加と人件費の削減に取り組み、各指標の改善を目指
していかなければならない。

取得価格の全体に占める割合の大きい国保京丹波
町病院の建物は平成１６年に新築した鉄筋コンク
リート造のため、耐用年数が長く有形固定資産減
価償却率は低い水準である。１床当たり有形固定
資産の額は年々増加しているが、計画的に更新す
るためであり、結果として平成３０年度は平均値
とも近似値となっている。
４７床の小規模な施設のため、固定資産の更新を
行うと影響が大きく出やすいと考えている。

医師確保に対する不断の努力にもかかわらず、常勤医
師の確保に難航し、常勤医師１名の定年退職をカバー
できなかったため、改善を意識した過去２年の成績を
大幅に下回る極めて残念な結果となった。特に、入院
患者の減少が著しかったが、これは日替わり、月替わ
りの非常勤医師の雇用により一時的な体制確保はした
ものの、かかりつけ医にはなりきれず患者の定着に繋
がらなかったためである。反面、医師賃金の増加に拍
車がかかり、医業収支比率を大幅に悪化させることに
なった。
引き続き、医師確保に努力し、経費節減に努めること
で、新公立病院改革プランに沿った健全経営に危機意
識をもって取り組んでいく。
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④病床利用率(％)
【74.9】
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75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

110.0
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)

【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【52,412】


